
昭
和
五
十
五
年
十
二
月
十
二
日
受
領 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
質
問
の 

一
八
） 

答

弁

第

一

八

号 
   

衆
議
院
議
員
瀬
崎
博
義
君
提
出
信
濃
川
廃
川
敷
処
分
地
の
土
地
利
用
及
び
「
事
前
協
議
」
に
関
す
る
質
問
に
対

し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。 

内
閣
衆
質
九
三
第
一
八
号 

昭
和
五
十
五
年
十
二
月
十
二
日 

衆

議

院

議

長 
福 

田 
 

一 

殿 

内
閣
総
理
大
臣 

鈴 

木 

善 

幸 

一 

 



 

三 

 
衆
議
院
議
員
瀬
崎
博
義
君
提
出
信
濃
川
廃
川
敷
処
分
地
の
土
地
利
用
及
び
「
事
前
協
議
」
に
関
す
る 

質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
に
つ
い
て 

1 

長
岡
市
議
会
の
議
事
録
に
よ
れ
ば
、
御
指
摘
の
よ
う
な
発
言
が
あ
つ
た
。 

2 

昭
和
五
十
五
年
十
月
十
九
日
長
岡
市
に
お
い
て
、
建
設
省
北
陸
地
方
建
設
局
河
川
部
長
が
、
同
市
長
か
ら 

直
接
確
認
し
た
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
同
市
長
の
当
該
発
言
は
、
長
い
や
り
と
り
の
中
で
の
ご
く
部
分
的
な
も 

 

の
で
あ
つ
て
、
発
言
全
体
の
真
意
は
、
信
濃
川
廃
川
敷
処
分
地
（
以
下
「
本
件
処
分
地
」
と
い
う
。
）
の
北
半
分

に
係
る
土
地
利
用
計
画
に
つ
い
て
は
、
必
要
な
予
算
措
置
等
に
つ
い
て
同
市
議
会
の
議
決
を
得
て
い
な
い
こ 

 

と
か
ら
、
決
定
し
た
計
画
と
し
て
建
設
省
に
提
出
で
き
な
い
事
情
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
つ 

 

た
。 



4 

長
岡
市
議
会
の
議
決
を
経
た
本
件
処
分
地
の
北
半
分
に
係
る
土
地
利
用
計
画
書
は
存
在
し
な
い
。
同
市
に 

お
い
て
、
現
在
、
利
用
計
画
を
再
検
討
中
で
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。 

3 
当
時
、
建
設
省
は
国
会
の
論
議
を
踏
ま
え
、
本
件
処
分
地
に
つ
い
て
公
共
的
利
用
が
図
ら
れ
る
よ
う
同
市 

を
指
導
し
た
結
果
、
北
半
分
の
土
地
を
同
市
が
利
用
す
る
こ
と
と
な
り
、
早
急
に
廃
川
処
分
を
し
て
欲
し
い 

 

旨
の
同
市
長
か
ら
の
陳
情
を
受
け
た
際
、
建
設
省
は
具
体
的
な
利
用
計
画
を
提
出
す
る
よ
う
求
め
た
経
緯
が 

 

あ
る
。 

本
件
処
分
地
の
南
半
分
の
土
地
の
利
用
に
つ
い
て
は
、
信
濃
川
河
川
敷
用
地
の
利
用
計
画
及
び
譲
渡
に
関 

 

す
る
覚
書
（
以
下
「
覚
書
」
と
い
う
。
）
第
六
条
に
よ
り
、
公
益
性
の
強
い
も
の
を
主
体
に
計
画
し
、
そ
の
利
用

計
画
の
決
定
に
当
た
つ
て
は
、
覚
書
第
一
条
の
精
神
（
本
件
処
分
地
の
利
用
は
、
同
市
発
展
の
見
地
か
ら
、 

 

市
民
全
体
の
利
益
を
優
先
し
て
行
わ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
）
に
基
づ
き
、
す
べ
て
同
市
の
事
前
の
同 

 

意
を
得
る
こ
と
と
な
つ
て
い
る
。 

四 

 



二
に
つ
い
て 

4 

事
前
協
議
の
対
象
と
な
る
行
為
と
し
て
は
、
本
件
処
分
地
の
南
半
分
の
土
地
に
係
る
権
利
移
転
及
び
最
終 

的
な
土
地
利
用
と
な
る
行
為
が
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
つ
て
、
室
町
産
業
が
当
該
土
地
を
千
秋
が
原
工
業
に 

 

現
物
出
資
す
る
行
為
は
事
前
協
議
の
対
象
と
な
る
も
の
で
あ
つ
た
。 

3 

本
件
処
分
地
の
南
半
分
の
土
地
に
つ
い
て
、
覚
書
第
六
条
の
規
定
に
よ
り
長
岡
市
が
そ
の
利
用
計
画
の
同 

意
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
建
設
省
に
協
議
す
る
こ
と
と
な
つ
て
い
る
。 

2 

長
岡
市
長
か
ら
直
接
確
認
し
た
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
当
該
発
言
は
長
い
や
り
と
り
の
中
で
の
ご
く
部
分
的 

な
も
の
で
あ
つ
て
、
発
言
全
体
の
真
意
は
、
地
方
自
治
の
立
場
か
ら
こ
の
問
題
に
対
処
す
る
同
市
長
及
び
同 

 

市
議
会
の
主
体
性
を
強
調
し
た
趣
旨
で
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
つ
た
。 

1 

長
岡
市
議
会
の
議
事
録
に
よ
れ
ば
、
御
指
摘
の
よ
う
な
発
言
が
あ
つ
た
。 

事
前
協
議
に
つ
い
て
は
、
同
市
長
は
了
解
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

五 

 



 

六 

事
前
協
議
の
対
象
と
な
る
行
為
に
つ
い
て
、
長
岡
市
長
が
同
意
し
よ
う
と
す
る
場
合
は
、
事
前
に
建
設
省 

 
に
協
議
す
る
よ
う
同
市
長
に
再
度
申
し
入
れ
て
お
り
、
同
市
長
も
こ
れ
を
了
解
し
て
い
る
の
で
、
今
後
は
事 

 

後
承
認
と
な
る
よ
う
な
こ
と
は
な
い
も
の
と
考
え
る
。 

右
答
弁
す
る
。 




